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中宇治地域市民協働推進拠点整備構想（案）の概要について 

 

 

 

中宇治地域において、既存の枠組みに捉われることなく、公共施設の将来像の

モデルとなる市民協働推進拠点を整備していくにあたり、令和５年度に策定した

「基本ビジョン」を踏まえ、拠点の具体的なイメージや整備に向けての手法等の

方向性を示すため、現在、中宇治地域市民協働推進拠点整備構想（案）を取り

まとめており、別添のとおり、その概要を作成しましたのでご報告いたします。 
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中宇治地域市民協働推進拠点整備構想（案）の概要 

 

 １．策定の目的 

    令和５年度に策定した『基本ビジョン』を踏まえ、中宇治地域市民協働推進拠点の

具体的なイメージや整備に向けての手法等の方向性を示すために策定する。 

 

２．中宇治地域市民協働推進拠点のポイント 

 

敷地中央のオープンスペースを多目的・多用途な空間が取り囲むことで、人と人と

のつながりを感じられ、幅広い利用者同士の交流が生まれることを目指す。 

 

令和６年度に行ったモデル事業やワークショップを通して、出会いと自由な憩いの

場、子育て支援の場、多世代交流の場、趣味・遊び・学びの場の４つの「必要とする

機能」を実現するため、中宇治地域市民協働推進拠点の一例として、空間やそこで展

開されるプログラム、設備について想定されるものを以下のとおりまとめている。 

 

空間 プログラム例 想定される設備 

多目的ホール 
交流イベント、展示・展覧会、

町内会などの地域イベント 

ステージ・オーディオビジュアル・照明設備 

１００名程度が着席できる広さ 

分割対応できる可動パーティション 

子育て支援スペース 
キッズプレイスペース、

自習スペース 

昼は子育て支援、夜は自習など、昼夜の空間

シェアを想定した設え 

交流広場 
屋外イベント、フリーマーケット、

マルシェ、南北の通路 

広場に面する他の空間の一時的な拡張空間と

しても機能する設え・様々なイベントに対応

できるインフラ 

子どもの遊び場 
未就学児向けの遊び場、

水遊び場 

未就学児から小学校低学年生までが安心して

時間を過ごせるように、保護者が過ごす

空間との視覚的、物理的距離に配慮した設え 

シェアキッチン 

料理教室、子ども食堂、飲食を

伴う交流事業、飲食業の

スタートアップ支援事業 

厨房 

料理教室や客席を想定した飲食スペース 

子育て支援機能との連携を想定した設え 

図書コーナー 

フリースペース 

図書の貸し出し、交換会の開催、

シェア本棚、読み聞かせ、自習

スペース、自由に集まれる場 

本と気軽に接することができる設え 

子育て支援機能との連携を想定した設え 

地域住民が自由に集える設え 

カフェレストラン 
喫茶・軽食の提供、交流・

憩いスペース 

子育て支援機能や子ども遊び場との連携を

想定した設え・街路からの視認性を考慮した設え 

テラス 屋外飲食 広場に面した設え 
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ミーティングルーム 
小規模な勉強会、講座、

サークル活動、地域活動 
多様なジャンルの活動を想定した設え 

音楽スタジオ 
レンタルスタジオ、音楽教室、

楽器の練習、カラオケ 
オーディオビジュアル・照明・防音設備 

情報コーナー 
地域住民向けの情報発信・交換、

観光客向けの情報発信 
様々な情報に触れられる設え 

ベビーコーナー 
おむつ替え、授乳、子どもの

着替えスペース 

子育て層がおむつ替えなどで滞留する時間が

長くなったとしても気兼ねせず利用できる

ような空間的配慮のある設え 
 

これらの空間・プログラムを通じて、市民参画・市民協働のまちづくりの拠点とし

て、多くの人が集まり、地域のまちづくりや地域課題の対応に向けた話し合い、地域

コミュニティの活性化などに向けて、連携・協働した活動が展開されることをイメー

ジしている。 

 

３．事業手法 

民間の創意工夫等により、様々な世代のニーズを把握して迅速に対応し、まちなか

の交流と連携・協働をより良いものとする取組（付加価値につながるサービス）やコ

ストも含めた効率的な管理運営も期待できることから、「公民連携」の事業展開を検

討する。公民連携の手法には、様々な事例があり、提示した空間やプログラムの内容

と中宇治地域の状況を踏まえ、最適な事業手法の選定に向けて、公民連携の検討を進

める。 

  

４．拠点周辺の整備条件 

   市民協働推進拠点を整備するにあたっては、敷地南側の道路幅員が狭隘であること

から、莵道ふれあいセンターの東側にあるあがた通りまでの道路を拡幅するため、土

地を取得する必要がある。 

 

５．今後のスケジュール 

拠点整備の想定している事業スケジュールは、次のとおり。 

 














